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自動車用緊急保安炎筒とは自動車用緊急保安炎筒とは

非常時に緊急事態を知らせる為、自動車への備付が義務非常時に緊急事態を知らせる為、自動車への備付が義務
付けられている。付けられている。
ＪＩＳ規格にて有効期限はＪＩＳ規格にて有効期限は44年間であると明記。年間であると明記。

有効期限が切れた発炎筒は車検・点検時等での交換を推有効期限が切れた発炎筒は車検・点検時等での交換を推
進している。進している。 22



発炎筒販売の流れ発炎筒販売の流れ
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発炎筒の販売数量発炎筒の販売数量

年間販売数量（日本保安炎筒工業会年間販売数量（日本保安炎筒工業会20072007年調査）年調査）

生産ライン生産ライン 520520万本万本//年年
補給部品補給部品 650650万本万本//年年
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現行回収システム構築の経緯現行回収システム構築の経緯

環境重視を目的とし発炎筒のリサイクル・リ環境重視を目的とし発炎筒のリサイクル・リ
ユースへの取り組みを、平成ユースへの取り組みを、平成1212年より開始。年より開始。

平成平成1313年に発炎筒製造 販売メ カ に対し年に発炎筒製造 販売メ カ に対し平成平成1313年に発炎筒製造･販売メーカーに対し年に発炎筒製造･販売メーカーに対し
システムの構築に向け協力依頼。システムの構築に向け協力依頼。

平成平成1414年自工会、各自動車メーカー及び自年自工会、各自動車メーカー及び自
動車部品商社等の協力にて構築。動車部品商社等の協力にて構築。
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発炎筒回収の流れ発炎筒回収の流れ
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発炎筒の回収率発炎筒の回収率

発炎筒回収率発炎筒回収率

（日本保安炎筒工業会２００７年調査）（日本保安炎筒工業会２００７年調査）

補給部品補給部品補給部品補給部品

年間販売数量年間販売数量 約約650650万本万本//年年
年間回収数量年間回収数量 約約480480万本万本//年年
平均回収率平均回収率 約約74%74%
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回収時の状況回収時の状況

発炎筒専用の回収箱を設定し、運用。発炎筒専用の回収箱を設定し、運用。
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収納方法収納方法

回収する発炎筒は収納方法を徹底。回収する発炎筒は収納方法を徹底。
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回収検品回収検品

回収した発炎筒は、全数検品を実施。回収した発炎筒は、全数検品を実施。
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一次保管一次保管

回収した発炎筒は、がん具煙火庫にて保管。回収した発炎筒は、がん具煙火庫にて保管。
1111



発炎筒処理フロー発炎筒処理フロー

回収発炎筒 焼却設備

発電設備
廃熱発電

（サーマルリサイクル）

再資源化!!

産業廃棄物処理業者にて処理を委託。産業廃棄物処理業者にて処理を委託。
処理後は廃熱発電・溶融スラグに再資源化。処理後は廃熱発電・溶融スラグに再資源化。

溶融設備 溶融スラグ
（マテリアルリサイクル）
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